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(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．第51期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

(企業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。 

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、１株当たり四半期(当期)純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

５．当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額は、従来、千円単位で記載しておりました

が、第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間より百万円単位で記載することに変更いたしまし

た。 

  

第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期

第２四半期 
連結累計期間

第52期
第２四半期 
連結累計期間

第51期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日 
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (百万円) 11,709 11,977 25,974

経常利益又は経常損失(△) (百万円) △742 △226 41

四半期(当期)純損失(△) (百万円) △850 △265 △114

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △964 △259 △334

純資産額 (百万円) 16,094 16,233 16,609

総資産額 (百万円) 24,493 25,808 26,539

１株当たり四半期(当期) 
純損失金額(△)

(円) △95.61 △29.83 △12.90

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 65.7 62.9 62.6

営業活動による 
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,547 1,826 1,349

投資活動による 
キャッシュ・フロー

(百万円) 942 △56 794

財務活動による 
キャッシュ・フロー

(百万円) △325 △487 249

現金及び現金同等物の 
四半期末(期末)残高

(百万円) 5,362 6,880 5,579
 

回次
第51期

第２四半期 
連結会計期間

第52期
第２四半期 
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日 
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △0.16 11.72
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当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。 

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。 

  

間仕切の販売等を行っている南京捷林格建材有限公司を平成23年８月31日に買収し、完全子会社と致

しました。 

  

この結果、平成23年９月30日現在では、当社グループは、当社、子会社６社及び関連会社１社により構

成されることとなりました。 

  

２ 【事業の内容】

(中国)
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当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。 

なお、重要事象等は存在しておりません。 

  

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響からくる急速な落ち込みから

回復傾向に向かっております。しかしながら、欧米を中心とした海外経済の減速懸念が浮上し、円高が

進行するなど先行きは不透明な状況となっております。 

このような情勢のもと、当社は営業部門の強化を進め、東日本大震災の復旧工事への対応、新規顧客

の開拓や既存顧客への提案営業による受注の拡大、顧客ニーズに適応する製品の開発等、積極的に取り

組んでまいりました。その結果、売上高は前年同四半期と比べ２億68百万円増加の119億77百万円とな

りました。 

損益面では、エンドユーザーへの提案営業による売価の改善及び全社を挙げて原価低減活動に取り組

んだ結果、売上総利益率は37.3％(前年同四半期比6.9ポイント改善)となりました。営業損失は２億34

百万円(前年同四半期は営業損失７億57百万円)、経常損失は２億26百万円(前年同四半期は経常損失７

億42百万円)、四半期純損失は２億65百万円(前年同四半期は四半期純損失８億50百万円)となりまし

た。 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

日本国内においては、東日本大震災の影響もありましたが、被災地における復旧工事への対応、ま

た東京においては引き続き需要の回復が見られました。この結果、当セグメントの売上高は116億73

百万円(前年同四半期比2.0％増)となり、営業損失は１億72百万円(前年同四半期は営業損失６億98百

万円)となりました。 

中国国内においては、パーティション・軽量ドアの市場拡大及びブランド力の向上に努めました。

この結果、当セグメントの売上高は３億４百万円(前年同四半期比13.9％増)となり、営業損失は62百

万円(前年同四半期は営業損失65百万円)となりました。 

  

第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

２ 【経営上の重要な契約等】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

①  日本

②  中国

4/23



  

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ７億31百万円減少の258億８百万

円となりました。 

流動資産は、前連結会計年度末と比べ４億43百万円減少の160億34百万円となりました。これは主

に、現金及び預金が13億１百万円増加となりましたが、受取手形及び売掛金が22億90百万円減少したこ

と等によります。固定資産は、前連結会計年度末と比べ２億87百万円減少の97億73百万円となりまし

た。これは主に、有形固定資産の減価償却等によります。 

流動負債は、前連結会計年度末と比べ42百万円減少の44億22百万円となりました。これは主に、賞与

引当金が３億24百万円増加となりましたが、支払手形及び買掛金が５億18百万円減少したこと等により

ます。固定負債は、前連結会計年度末と比べ３億13百万円減少の51億51百万円となりました。これは主

に、長期借入金が３億円減少したこと等によります。 

純資産合計は、前連結会計年度末と比べ３億75百万円減少の162億33百万円となりました。これは主

に、利益剰余金が３億81百万円減少したこと等によります。自己資本比率は、前連結会計年度末と比べ

0.3ポイント上昇の62.9％となりました。 

  

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)の四半期末残高は

68億80百万円で、前連結会計年度末と比べ13億１百万円増加しました。 

各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、18億26百万円(前年同四半期と比

べ２億78百万円増)となりました。これは主に、減価償却費３億99百万円、賞与引当金の増加額３億24

百万円、売上債権の減少額22億９百万円等による増加と、税金等調整前四半期純損失２億33百万円、た

な卸資産の増加額４億75百万円、仕入債務の減少額６億54百万円等による減少であります。 

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、56百万円(前年同四半期は投資活

動による資金の増加９億42百万円)となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出48百万

円等による減少であります。 

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、４億87百万円(前年同四半期と比

べ１億61百万円増)となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出３億円、配当金の支払額

１億11百万円等によるものであります。 

  

(2) 財政状態の分析

(資産)

(負債)

(純資産)

(3) キャッシュ・フローの状況

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

(財務活動によるキャッシュ・フロー)
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当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。 

  

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は142百万円であります。 

  

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

(5) 研究開発活動
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 36,000,000

計 36,000,000
 

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末 

現在発行数(株) 
(平成23年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年11月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,924,075 9,924,075
名古屋証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は100株であ
ります。

計 9,924,075 9,924,075 ― ―
 

(2) 【新株予約権等の状況】

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

(4) 【ライツプランの内容】

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式 
総数増減数 

(株)

発行済株式
総数残高 
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金 
増減額 
(百万円)

資本準備金
残高 

(百万円)

平成23年９月30日 ― 9,924,075 ― 7,121 ― 7,412
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(注)  上記のほか当社所有の自己株式1,024千株(10.32％)があります。 

  

  

(6) 【大株主の状況】

平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数 
(千株)

発行済株式
総数に対する 
所有株式数 
の割合(％)

コマニー共栄会 石川県小松市工業団地一丁目93番地 796 8.02

塚本幹雄 石川県小松市 723 7.28

コマニー従業員持株会 石川県小松市工業団地一丁目93番地 722 7.28

塚本清人 石川県小松市 578 5.83

㈱北陸銀行 富山県富山市堤町通り一丁目２番26号 444 4.47

吉田敏夫 石川県小松市 325 3.28

㈱北國銀行 石川県金沢市下堤町１番地 260 2.61

木村直子 石川県小松市 223 2.25

白栄隆司 石川県小松市 179 1.81

白栄文子 石川県小松市 159 1.60

計 ― 4,413 44.47
 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 1,024,200

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,891,600 88,916 ―

単元未満株式 普通株式   8,275 ― ―

発行済株式総数 9,924,075 ― ―

総株主の議決権 ― 88,916 ―
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前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

② 【自己株式等】

平成23年９月30日現在

所有者の氏名 
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数 

(株)

他人名義
所有株式数 

(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数 
の割合(％)

(自己保有株式)
コマニー㈱

石川県小松市工業団地
一丁目93番地

1,024,200 ― 1,024,200 10.32

計 ― 1,024,200 ― 1,024,200 10.32
 

２ 【役員の状況】

(1) 新任役員

(2) 退任役員

(3) 役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役
 (管理本部副本部長兼 
  経営管理部責任者兼 
  ＨＰＣ推進室責任者)

取締役
(経営管理部責任者)

塚 本 健 太 平成23年７月１日
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(1) 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平

成19年内閣府令第64号。)に基づいて作成しております。 

  

(2) 当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額は、従来、千円単位で記載しており

ましたが、第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間より百万円単位で記載することに変更

いたしました。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１

日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。 

  

第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

２．監査証明について
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,579 6,880

受取手形及び売掛金 9,493 7,202

商品及び製品 704 903

仕掛品 90 107

原材料及び貯蔵品 464 821

繰延税金資産 63 72

その他 271 260

貸倒引当金 △186 △214

流動資産合計 16,478 16,034

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,614 2,528

機械装置及び運搬具（純額） 1,084 998

土地 3,389 3,389

建設仮勘定 0 46

その他（純額） 170 162

有形固定資産合計 7,259 7,125

無形固定資産

その他 578 505

無形固定資産合計 578 505

投資その他の資産

投資有価証券 880 829

長期貸付金 20 20

その他 1,350 1,433

貸倒引当金 △28 △140

投資その他の資産合計 2,222 2,142

固定資産合計 10,060 9,773

資産合計 26,539 25,808
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,227 1,708

短期借入金 674 600

未払法人税等 79 77

賞与引当金 267 592

役員賞与引当金 7 6

その他 1,208 1,438

流動負債合計 4,464 4,422

固定負債

長期借入金 2,105 1,805

繰延税金負債 95 77

再評価に係る繰延税金負債 434 434

退職給付引当金 2,547 2,551

その他 283 282

固定負債合計 5,465 5,151

負債合計 9,930 9,574

純資産の部

株主資本

資本金 7,121 7,121

資本剰余金 7,412 7,412

利益剰余金 3,238 2,856

自己株式 △947 △947

株主資本合計 16,824 16,443

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 51 24

土地再評価差額金 226 226

為替換算調整勘定 △494 △461

その他の包括利益累計額合計 △215 △210

純資産合計 16,609 16,233

負債純資産合計 26,539 25,808
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

売上高 11,709 11,977

売上原価 8,144 7,510

売上総利益 3,564 4,466

販売費及び一般管理費 ※１ 4,321 ※１ 4,701

営業損失（△） △757 △234

営業外収益

受取利息 4 14

受取配当金 9 11

持分法による投資利益 0 －

受取賃貸料 7 7

デリバティブ評価益 19 7

雇用調整助成金 17 8

その他 24 28

営業外収益合計 82 77

営業外費用

支払利息 18 18

持分法による投資損失 － 0

為替差損 － 24

売上割引 8 9

デリバティブ決済損 30 7

その他 9 9

営業外費用合計 67 69

経常損失（△） △742 △226

特別損失

固定資産除却損 5 2

投資有価証券評価損 0 5

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 10 －

特別損失合計 15 7

税金等調整前四半期純損失（△） △758 △233

法人税等 92 31

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △850 △265

四半期純損失（△） △850 △265
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △850 △265

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △59 △26

為替換算調整勘定 △54 32

その他の包括利益合計 △113 5

四半期包括利益 △964 △259

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △964 △259

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △758 △233

減価償却費 422 399

退職給付引当金の増減額（△は減少） △67 4

賞与引当金の増減額（△は減少） △30 324

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △0 △1

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3 137

受取利息及び受取配当金 △13 △25

支払利息 18 18

投資有価証券評価損益（△は益） 0 5

有形固定資産除却損 5 2

無形固定資産除却損 0 －

売上債権の増減額（△は増加） 2,431 2,209

たな卸資産の増減額（△は増加） △62 △475

仕入債務の増減額（△は減少） △232 △654

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 10 －

その他 △70 149

小計 1,649 1,861

利息及び配当金の受取額 13 25

利息の支払額 △19 △19

法人税等の支払額 △109 △59

法人税等の還付額 13 17

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,547 1,826

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 1,100 －

投資有価証券の取得による支出 △60 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

－ 38

有形固定資産の取得による支出 △66 △48

その他 △30 △46

投資活動によるキャッシュ・フロー 942 △56

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △75

長期借入金の返済による支出 △210 △300

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △115 △111

財務活動によるキャッシュ・フロー △325 △487

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8 18

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,156 1,301

現金及び現金同等物の期首残高 3,206 5,579

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 5,362 ※１ 6,880
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該当事項はありません。 

  

  

  

該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。 

  

  

【継続企業の前提に関する事項】

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

連結の範囲の重要な変更

 当第２四半期連結会計期間より、平成23年８月31日に買収した南京捷林格建材有限公司を連結の範囲に含めて

おります。
 

【会計方針の変更等】

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

税金費用の計算  当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算し

ております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著し

く合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によって

おります。
 

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。
 

【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

運送費及び保管費 485百万円 450百万円

貸倒引当金繰入額 13  〃 138  〃

報酬及び給料手当 1,832  〃 1,898  〃

賞与引当金繰入額 239  〃 381  〃

役員賞与引当金繰入額 2  〃 6  〃

退職給付費用 112  〃 85  〃

賃借料 232  〃 217  〃
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※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。 

  

  

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

１．配当金支払額 

  

  

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの 

  

  

３．株主資本の著しい変動 

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。 

  

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日) 

１．配当金支払額 

  

  

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの 

  

  

３．株主資本の著しい変動 

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。 

  

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

現金及び預金 5,362百万円 6,880百万円

現金及び現金同等物 5,362百万円 6,880百万円
 

(株主資本等関係)

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日 
定時株主総会

普通株式 115 13 平成22年３月31日 平成22年６月28日 利益剰余金
 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月２日 
取締役会

普通株式 115 13 平成22年９月30日 平成22年12月３日 利益剰余金
 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日 
定時株主総会

普通株式 115 13 平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金
 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年10月31日 
取締役会

普通株式 115 13 平成23年９月30日 平成23年12月２日 利益剰余金
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Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項) 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

(単位：百万円)

報告セグメント

合計

日本 中国

売上高

  外部顧客への売上高 11,442 267 11,709

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

13 180 194

計 11,455 447 11,903

セグメント損失(△) △698 △65 △763
 

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 △763

セグメント間取引消去 5

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △757
 

(単位：百万円)

報告セグメント

合計

日本 中国

売上高

  外部顧客への売上高 11,673 304 11,977

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

15 187 202

計 11,688 491 12,179

セグメント損失(△) △172 △62 △235
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項) 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。 

  

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。 

  

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。 

  

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 △235

セグメント間取引消去 1

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △234
 

(金融商品関係)

(有価証券関係)

(デリバティブ取引関係)
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当第２四半期連結会計期間(自  平成23年７月１日  至  平成23年９月30日) 

 取得による企業結合 

(1) 企業結合の概要 

①  被取得企業の名称及び事業の内容 

被取得企業の名称    南京捷林格建材有限公司 

事業の内容          間仕切の販売等 

②  企業結合を行った主な理由 

中国事業の販売規模の拡大及び利益創出を推進するため。 

③  企業結合日 

平成23年８月31日 

④  企業結合の法的形式 

株式(出資)持分の取得 

⑤  結合後企業の名称 

名称の変更はありません。 

⑥  取得した議決権比率 

100％ 

⑦  取得企業を決定するに至った主な根拠 

当社が、現金を対価として南京捷林格建材有限公司の株式(出資)持分を100％取得したためであ

ります。 

  

(2) 四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間 

当四半期連結累計期間においては、被取得企業の貸借対照表のみを連結し、損益計算書は連結して

おりません。 

  

(3) 被取得企業の取得原価及びその内訳 

  

(4) 負ののれん発生益の金額及び発生原因 

①  負ののれん発生益の金額 

6百万円 

②  発生原因 

南京捷林格建材有限公司の企業結合時の時価純資産が取得原価を上回ったため、当該差額を負の

のれんとして認識したことによります。 

  

(企業結合等関係)

取得の対価 現金及び預金 40百万円

取得原価 40百万円
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１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。 

  

該当事項はありません。 

  

第52期(平成23年４月１日から平成24年３月31日まで)中間配当について、平成23年10月31日開催の取締

役会において、平成23年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを

決議いたしました。 

①  配当金の総額                                  115百万円 

②  １株当たりの金額                              13円00銭 

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成23年12月２日 

  

  

(１株当たり情報)

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △95円61銭 △29円83銭

(算定上の基礎)

四半期純損失金額(△)(百万円) △850 △265

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純損失金額(△)(百万円) △850 △265

普通株式の期中平均株式数(株) 8,899,834 8,899,797
 

(重要な後発事象)

２ 【その他】
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該当事項はありません。 

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】
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平成23年11月９日

コマニー株式会社 

取締役会  御中 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているコ
マニー株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
(平成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23
年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。 

監査人の責任 
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。 
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。 
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

監査人の結論 
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、コマニー株式会社及び連結子会社の平成23
年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシ
ュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。 

利害関係 
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上 

独立監査人の四半期レビュー報告書

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士  浜  田  亘  ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 篠 﨑 和 博 ㊞

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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